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青年会議所との災害時相互協力協定
11月14日に一般社団法人 島原青年会議所と当会

における災害時相互協力協定の調印式を執り行いま

した。この協定によって大規模災害発生時での災害

ボランティアセンター設置を協力して行うことがで

きるようになりました。いつ大災害が起こるか分か

らない今、いざという時のための備えを双方で取り

組むために、手を携えて行くことを確認しました。



島原市社会福祉協議会では毎年、赤い羽根共同募
金の助成金を活用し、子どもたちの健やかな成長を
願い、市内の小学1年生を対象に黄色い傘をプレゼ
ントしています。
今年は、1年生に３９５本、学校貸出用に６０本

の合計４５５本を贈りました。
贈呈式は10月３日、湯江小学校で行い、市社協

の伊東会長から代表の子どもたちに手渡され、子ど
もたちからは、「ありがとうございます。大切に使
います！」と大きな声でお礼のことばが述べられま
した。
贈呈した黄色

い傘には、島原
市のキャラクタ
ー「しまばらん」
がプリントされ
ています☂

８月２日～３
日の２日間、島
原市福祉センタ
ーにおいて「子
どもボランティ
ア教室」を開催
しました。
本教室は、社

会福祉への理解
と関心を高め、ボランティア活動に対する理解を一層
深めてもらうことを目的に開催をしており、今年は市
内の小学６年生３６名に参加いただきました。
１日目は、日本赤十

字社長崎県支部より講
師をむかえ災害時の対
応や非常食の炊き出し
を、体験を通して教え
ていただきました。
２日目は、アイマス

ク・点字・手話体験や
視覚障がい者の方との交流を行いました。
２日間の教室を終えた子どもたちからは「災害が起

こったとき自分の身を守るために大切なことを学んだ。
帰って家族や友だちにも教えたい」「色々なボランティ
アがあることを知った。また機会があれば進んでボラ
ンティアをしたい」と感想が聞かれました。
開催にあたり、ご協力いただいた指導者の皆さま、

ボランティアの皆さまありがとうございました。
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地域のために頑張っている人をバトンリレー方式で紹介し
ていきます。前回の伊東会長からの紹介です。

今回は森岳地区に
お住まいの光永忠吉
・末美さんご夫妻で
す。「皆さんに花を見
て元気になってもら
えたら…」見る人を
笑顔にしたいという
想いから、季節の花
を育てて、花を活け
るボランティア活動
を始められたそうで
す。
これまでに島原第一小学校を12年余り、あんしんハ

ウスで1年程、現在は島原市福祉センターを花で綺麗に
飾って下さっています。
活動をしてきた中で子ども達の喜ぶ顔を見たり、「花

がないから寂しい」と手紙をもらったり、声をかけても
らって嬉しかったと話され、今後も心と身体の健康の為
に続けていきたいとほほえましく語って下さいました。

今回のいい友！
光永 忠吉・末美 さん

次回のいい友！
光永忠吉からの紹介で隈部絹代さんです。お楽しみに!!

当会では各団体と協力し、毎年ひとり暮らしの高
齢者住宅安全点検活動を行っています。この事業は
水道・電気・ガスに関する企業のボランティア活動
として、高齢者の安全のために民生委員の協力を得
ながら活動しています。今年度は水道を6月4日に電

気を10月27日、ガ
スを11月7日に実施
しました。3日間で
合計約120件のお宅
を訪問し点検するこ
とが出来ました。点
検を受けた多くの方
が安心された様子で
「ありがとう。」と
喜ばれていました。
※ この活動は赤い
羽根共同募金でいた
だいた一部が使われ
ております。

皆さん「地区社協」をご存じですか？島
原市では７地区の地区社協があり、住民の
皆さんが協力して地域福祉活動を行ってい
ます。それぞれの地区社協では、工夫をこ
らした特色ある活動をなされています。
このコーナーでは市社協の職員が各地区

社協の活動におじゃまして、様々な取り組
みの様子や、活動されている役員さんの声
を紹介していきます。
今回は有明地区社協の「花草会（はなそ

うかい）」に行って来ました。
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・美人の湯 期間限定 ゆず湯

今年は１２月２２日（金）が冬至です。
有明福祉センターは

１２月２０日（金）～１２月２５日（月）
の期間、柚子湯を行います。
また、12月23日（土）～12月25日（月）の

三日間は、一緒に来られた小学生以下のお子様に、

お菓子をプレゼントいたします。
ぜひ、この機会にご利用ください。

・年末年始の開館について

年末年始につきまして、浴場施設のみ

休まず開館 いたします。

開館時間：午前１０時００分～午後８時００分
（最終受付 午後７時３０分）

※平成３０年１月１日（月）のみ、開館時間が

午後１時００分～午後８時００分
となります。

※あし湯・トレーニングルームは12月28日(木)
から1月3日(水)までお休みします。
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戸別募金 5,568,100円
事業所募金 911,000円
学校募金 52,650円
職域募金 161,697円
街頭募金 54,330円
その他募金 342,769円

計 7,090,546円
共同募金活動は12月31日までとなっております。
皆様のご協力をお願いいたします。

（平成29年11月末現在）

フェイスブック ツイッター インスタグラム


